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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　認証用情報を管理する認証用情報管理装置と、遊技場に設置された遊技機器とを含む遊
技用システムであって、
　前記遊技機器は、
　　前記認証用情報管理装置と通信可能に接続された第１の制御手段と、
　　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段とを含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報を特定するための認証用情報特定情報を前記認証
用情報管理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とを含み、
　前記認証用情報管理装置は、前記認証用情報特定情報に対応付けて認証用情報を記憶し
ており、前記第１の制御手段から送信されてきた前記認証用情報特定情報に対応する認証
用情報を検索して該検索された認証用情報を前記第１の制御手段へ返信し、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置から返信されてきた認証用情報を記憶し、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする、遊技用システ
ム。
【請求項２】
　遊技機が設置された遊技場において用いられる遊技用装置であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段と、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段とを含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、
　前記第１の制御手段は、
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　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報を特定するための前記認証用情報特定情報を前記
認証用情報管理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が送信されてきた前記認証用情報特定情報に
対応する認証用情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする、遊技用装置。
【請求項３】
　遊技領域に遊技媒体を発射して遊技が行なわれる遊技機であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段と、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段とを含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報を特定するための前記認証用情報特定情報を前記
認証用情報管理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用
情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする、遊技機。
【請求項４】
　表示状態が変化可能な可変表示装置を備え、１ゲームに対して賭数を設定することによ
りゲームが開始可能となるとともに、可変表示装置の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、導出表示された表示結果が予め定められた特定の表示結果となった
ときに入賞が発生可能となる遊技機であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段と、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段とを含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報を特定するための前記認証用情報特定情報を前記
認証用情報管理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用
情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする、遊技機。
【請求項５】
　遊技領域に遊技媒体を発射して遊技が行なわれる遊技機の遊技枠であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段と通信可能に構成された
第２の制御手段を含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、前記第
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１の制御手段には、前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、該記憶手
段に記憶させる認証用情報を特定するための前記認証用情報特定情報を前記認証用情報管
理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とが含まれ、前記記憶手段には、前記認証
用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用情報を特定して返信した当該
認証用情報が記憶され、
　前記第２の制御手段は、認証用情報を用いて通信相手の制御手段が適正であると認証さ
れた場合に、所定処理を行なうことを特徴とする、遊技枠。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　（１）　本発明は、認証用情報（ＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証鍵、または払出制御部
のＳＩＤと認証鍵）を管理する認証用情報管理装置（図６の鍵管理サーバ８００、８０３
）と、遊技場に設置された遊技機器（パチンコ機２、スロットマシン２Ｓ、カードユニッ
ト３、カード発行装置、Ｚカウンタ、清算装置、ホール用管理装置、景品交換装置等）と
を含む遊技用システムであって、
　前記遊技機器は、
　　前記認証用情報管理装置と通信可能に接続された第１の制御手段（メイン制御部３２
３または主制御基板１６，１１６）と、
　　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段（ＣＵ通信制御部８０また
は払出制御部１７，１１７）とを含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報（ＣＵ通信制
御部のＳＩＤとメイン制御部のＳＩＤ、共通鍵としての認証鍵、または払出制御部のＳＩ
Ｄと主制御基板のＳＩＤ、共通鍵としての認証鍵）を用いて通信相手の制御手段が適正な
ものであるか否かを認証し（図２６の機器認証シーケンスと図２７の単体認証シーケンス
）、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており（図７の
ＲＯＭ８０９にＣＵ通信制御部のＳＩＤが予め記憶されており、または払出制御部１７，
１１７のＲＯＭに払出制御部のＳＩＤが予め記憶されており）、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段（ＥＥＰＲＯＭ８０８、主制
御基板１６，１１６のＥＥＰＲＯＭ）と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報（ＣＵ通信制御部のＳＩＤ、認証鍵、または払出
制御部のＳＩＤ、認証鍵）を特定するための認証用情報特定情報（メイン制御部のＳＩＤ
または主制御基板のＳＩＤ）を前記認証用情報管理装置へ送信する認証用情報特定情報送
信手段（Ｉ／Ｏポート８０７、または主制御基板１６，１１６のＩ／Ｏポート）とを含み
、
　前記認証用情報管理装置は、前記認証用情報特定情報に対応付けて認証用情報を記憶し
ており（メイン制御部のＳＩＤに対応付けてＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証鍵を記憶して
おり、または主制御基板のＳＩＤに対応付けて払出制御部のＳＩＤと認証鍵を記憶してお
り）、前記第１の制御手段から送信されてきた前記認証用情報特定情報に対応する認証用
情報を検索して該検索された認証用情報を前記第１の制御手段へ返信し（メイン制御部の
ＳＩＤに対応するＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証鍵を返信し、または主制御基板のＳＩＤ
に対応する払出制御部のＳＩＤと認証鍵を返信し）、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置から返信されてきた認証用情報を記憶し（メ
イン制御部３２３では、その返信されてきたＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証鍵とをＥＥＰ
ＲＯＭ８０８に記憶する。または主制御基板１６，１１６では、その返信されてきた払出
制御部のＳＩＤと認証鍵とをＥＥＰＲＯＭに記憶する）、



(4) JP 2015-6585 A5 2015.4.23

　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（４）　本発明の他の態様は、遊技機（パチンコ機２、スロットマシン２Ｓ）が設置さ
れた遊技場において用いられる遊技用装置（カードユニット３）であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置（メイン制御部のＳＩＤに対応付けてＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証
鍵を記憶している鍵管理サーバ８００）に対し通信可能に接続された第１の制御手段（メ
イン制御部３２３）と、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段（ＣＵ通信制御部８０）とを
含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し（図２６の機器認証シーケンスと図２
７の単体認証シーケンス）、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており（図７の
ＲＯＭ８０９にＣＵ通信制御部のＳＩＤが予め記憶されており）、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段（ＥＥＰＲＯＭ８０８）と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報（ＣＵ通信制御部のＳＩＤ）を特定するための前
記認証用情報特定情報（メイン制御部のＳＩＤ）を前記認証用情報管理装置へ送信する認
証用情報特定情報送信手段（Ｉ／Ｏポート８０７）とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が送信されてきた前記認証用情報特定情報に
対応する認証用情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し（メイン制御部３２３で
は、その返信されてきたＣＵ通信制御部のＳＩＤと認証鍵とをＥＥＰＲＯＭ８０８に記憶
する）、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（７）　本発明のさらに他の態様は、遊技領域に遊技媒体を発射して遊技が行なわれる
遊技機（パチンコ機２）であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段（主制御基板１６）と、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段（払出制御部１７）とを含み
、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報（払出制御部
のＳＩＤと主制御基板のＳＩＤ、共通鍵としての認証鍵）を用いて通信相手の制御手段が
適正なものであるか否かを認証し（図２６の機器認証シーケンスと図２７の単体認証シー
ケンス）、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており（払出制
御部１７のＲＯＭに払出制御部のＳＩＤが予め記憶されており）、
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　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段（主制御基板１６のＥＥＰＲ
ＯＭ）と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報（払出制御部のＳＩＤ、認証鍵）を特定するため
の前記認証用情報特定情報（主制御基板のＳＩＤ）を前記認証用情報管理装置へ送信する
認証用情報特定情報送信手段（主制御基板１６のＩ／Ｏポート）とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用
情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し（主制御基板１６では、その返信されて
きた払出制御部のＳＩＤと認証鍵とをＥＥＰＲＯＭに記憶する）、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　（８）　本発明のさらに他の態様は、表示状態が変化可能な可変表示装置を備え、１ゲ
ームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに、可変表示装置
の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、導出表示された表示結果が予
め定められた特定の表示結果となったときに入賞が発生可能となる遊技機（スロットマシ
ン２Ｓ）であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段（主制御基板１１６）と
、
　該第１の制御手段と通信可能に接続された第２の制御手段（払出制御部１１７）とを含
み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報（払出制御部
のＳＩＤと主制御基板のＳＩＤ、共通鍵としての認証鍵）を用いて通信相手の制御手段が
適正なものであるか否かを認証し（図２６の機器認証シーケンスと図２７の単体認証シー
ケンス）、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており（払出制
御部１１７のＲＯＭに払出制御部のＳＩＤが予め記憶されており）、
　前記第１の制御手段は、
　　前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段（主制御基板１１６のＥＥＰ
ＲＯＭ）と、
　　該記憶手段に記憶させる認証用情報（払出制御部のＳＩＤ、認証鍵）を特定するため
の前記認証用情報特定情報（主制御基板のＳＩＤ）を前記認証用情報管理装置へ送信する
認証用情報特定情報送信手段（主制御基板１１６のＩ／Ｏポート）とを含み、
　前記記憶手段は、前記認証用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用
情報を特定して返信した当該認証用情報を記憶し（主制御基板１１６では、その返信され
てきた払出制御部のＳＩＤと認証鍵とをＥＥＰＲＯＭに記憶する）、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、認証用情報を用いて通信相手の制御手
段が適正であると認証された場合に、所定処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
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　このような構成によれば、第１の制御手段と第２の制御手段とが、互いの認証用情報を
用いた相互認証を行なった結果適正である旨の認証を得ることにより、互いの認証用情報
が正しい情報であることが確認でき、その後、正しい認証用情報を用いて互いに暗号通信
を行なうために、適正な暗号通信を行なうことができる。
　（１１）　本発明のさらに他の態様は、遊技領域に遊技媒体を発射して遊技が行なわれ
る遊技機の遊技枠であって、
　認証用情報と該認証用情報を特定する認証用情報特定情報とを対応付けて記憶している
認証用情報管理装置に対し通信可能に接続された第１の制御手段と通信可能に構成された
第２の制御手段を含み、
　前記第１の制御手段と前記第２の制御手段とは、互いにペアの認証用情報を用いて通信
相手の制御手段が適正なものであるか否かを認証し、
　前記第２の制御手段には、前記ペアの認証用情報の一方が予め記憶されており、前記第
１の制御手段には、前記ペアの認証用情報の他方を記憶するための記憶手段と、該記憶手
段に記憶させる認証用情報を特定するための前記認証用情報特定情報を前記認証用情報管
理装置へ送信する認証用情報特定情報送信手段とが含まれ、前記記憶手段には、前記認証
用情報管理装置が前記認証用情報特定情報に対応する認証用情報を特定して返信した当該
認証用情報が記憶され、
　前記第２の制御手段は、認証用情報を用いて通信相手の制御手段が適正であると認証さ
れた場合に、所定処理を行なうことを特徴とする。
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